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論文内容の要旨

浩

本論文は，テレビジョン受像機の画質，性能に関して積み重ねてきた研究開発の成果をまとめたもので，特に技術

的に重要な部品である偏向ヨークの研究を中心に高解像度化，高画質化，省電力化に視点を置いて，高精細度 CRT 用

偏向ヨークと周辺回路部品に関する研究としてまとめており，本文 7 章によって構成されている J

第 l 章では，本研究に関連する分野における市場背景と，その中で顕在化している技術的課題を高解像度化，高画

質化，省電力化としてとらえ，本研究を行うに至った動機と目的，意義について述べている。

第 2 章では，偏向ヨークの磁界解析を表面磁荷法を用いて解析する手法について述べている。この手法を用いて，

ビームパスのシミュレーションを行い，コイル，コアの入力条件や演算間隔の時間を適切に選ぶことにより，実験値

と演算値がよく一致した結果を得るとともに，精度良いスクリーン上の諸特性を得ている。このことは前述の解析方

法の有効性を実証している。次にビームスポット形状について検討を行っている。ビーム形状を表現する複数の点を

選び，それらの軌跡のX ， Y方向の交点の挙動について論じることにより，偏向磁界の変化がビームスポット形状の

変化に与える影響をうまく表現している。さらに高精細度 CRT におりる高解像度を実現するために，偏向収差とコン

ノてーゼンス特性の最適化を図る偏向磁界を提案している。

第 3 章では， CRT 管軸と偏向ヨークの偏向軸が一致しない時に生ずる非対称成分のコンパーゼ、ンス補正について，

その調整方法を述べ，次に偏向収差，ラスター歪の最適化を図る際に発生するコンパーゼンス特性を， CRT，受像機

の制限下にて補正する方法を提案している。これらの方法に加えて，全てのコンパーゼンスエラーを PQH に集中しそ

れを補正する新方法を開発することにより，偏向収差，ラスター歪，コンパーゼンス特性の最適化を実現している。

第 4 章では，高解像度，高画質化を目的とする高周波化により生じる課題について研究している。まず，偏向ヨー

クの発熱のメカニズムを解析し，高周波抵抗と温度上昇の関係を明確に示し，最適な電線仕様の決定方法を導き出し

ている。省電力化のために，偏向磁界の有効活用，インダクタンスの増加を可能にした駆動回路システムにより，偏

向電流を大幅に低減させる新方法を提案している。さらに，偏向系と高圧発生系を一体化し， FET を用いたスイッチ

ング回路を考案し，高周波損失の低減方法を提案している。
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第 5 章では，偏向収差，ラスター歪，コンパーゼ、ンス特'1主の最適化を図った高精細度 CRT 用偏向ヨークの工学的有

効性を明らかにしている。次に， U字コアの両脚に偏向トランスと高圧発生トランスを低い結合度で構成し，偏向系，

高圧発生系の双方に FET による共振回路を設げる回路方式を提案している。これにより 1 CRT に対する制御範囲が

広くとれ，偏向回路への影響を最小限に留めることができている。この新しい回路方式を HDTV， XGA 高周波マル

チスキャンディスプレイに適用し，大幅な消費電力の低減を実現している。

第 6 章では，高精細度 CRT 偏向ヨークの開発および省電力化を実現するために必要な要素技術について述べてい

る。巻線技術について研究した結果，実用化に至った SP 巻線方式，フライパックトランスでは完全整列積層巻線方式

について述べている。特に，完全整列積層巻線方式は，テレビジョン業界の自主基準に採用されている。次に主要部

品であるブェライトコアの低収縮化技術の研究，画面のミスコンパーゼ、ンス測定を官能検査から解放し，精度向上と

時間短縮を実現した自動計測システムの開発，フライパックトランスの信頼性を短期間で寿命予測する方法の確立に

ついて言及している。

第 7 章では，第 2 章より第 6 章までの成果をまとめ，本論文の結論述べている。

論文審査の結果の要旨

高精細度 CRT 用偏向ヨークは， CRT 画面上に画像を表示するために不可欠な部品であり，偏向収差(ビームスポ

ット歪み) ，ラスター歪み，コンパーゼンス特性の良好なものが要望されている。さらに高画質化を実現するため受像

機の駆動周波数が高くなってきており，高周波損失により消費電力の増大を招いている。この問題の解決には，新た

な水平偏向・高圧発生回路の実現が最も有効である。本研究は偏向ヨークの磁界解析法の確立と，それを応用したシ

ミュレーションにより，偏向収差の最適化を図り，ラスター歪み，残留コンパーゼンスを補正する手法の提案と，偏

向回路と高圧回路を一体化した新たな回路方式の提案，試作を行い，省電力化の実現を可能にしたもので，その主な

成果は以下の通りである。

(1) 偏向ヨークの磁界解析を表面磁荷法とビオ・サパール法を用いて，観測点の磁界をコイルによる磁界とブェライ

トコアによる磁界とを重畳する手法により，実測値との整合性を得ている。

(2) この解析法に基づき，ビームスポット歪みについての考察を行い，水平，垂直偏向磁界の最適磁界分布をセルフ

コンパーゼ、ンス磁界に対して，水平偏向磁界はバレル磁界へ，垂直偏向磁界はピンクッション磁界に形成させるこ

とを提案している。

(3) さらに，偏向収差最適化の磁界の採用にあたり，コンパーゼ、ンス特性を偏向ヨークの磁界のみで達成する必要の

ないコンパーゼンス補正回路方式を提案し，課題であったコンパーゼ、ンス特性の最適化を図り，高解像度・高精細

度 CRT 用の偏向ヨークを高品位で実現している。

(4) 受像機の高周波化による高周波損失を低減する偏向高圧一体型の回路方式を提案し，これらを HDTV や XGA

モニターに適用し，大幅な省電力化を実現した回路を試作し，原理通り動作することを示している。

(5) さらに要素技術及びプロセス技術を確立するために，設備開発，材料開発を行い，特性改善及び評価技術を提案，

試作し，偏向ヨークの性能の大幅な改善を図っている。

以上のように，本論文は，ディスプレイ機器として最も重要な CRT の偏向ヨークの磁界解析に表面磁荷法を用いた

新しいシミュレーションを提案し，ビームスポット歪みと磁界との関係を明確にして最適磁界分布を形成させること

により高性能化手法を確立している。また，コンパーゼンス補正のための新回路方式を提案するとともに，受像機の

高周波損失を低減する方法として，偏向ヨークの高能率化，偏向高圧一体化することにより，大幅な省電力化を実現

できることを示しており，電気電子工学的に寄与するところが大きい。よって本論文は，博士論文として価値あるも

のと認める。
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